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令和７年第２回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第２号）

令和７年６月１９日（木曜日） 午前 ９時３０分開議

第 １ 議案第４３号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向

上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会

形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について

第 ２ 議案第４４号 令和７年度中頓別町一般会計補正予算

第 ３ 議案第４５号 令和７年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算

第 ４ 議案第４６号 令和７年度中頓別町水道事業会計補正予算

第 ５ 議案第４７号 令和７年度中頓別町下水道事業会計補正予算

第 ６ 議案第４８号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正

予算

第 ７ 議案第４９号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘

定）補正予算

第 ８ 議案第５０号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（施設介護サービス事

業勘定）補正予算

第 ９ 議案第５１号 令和７年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

第１０ 議案第５２号 令和７年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算

追加日程第 １ 議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

追加日程第 ２ 議案第５４号 中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例の制定

について

第１１ 発議第 １号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の

充実・強化を求める意見書（案）

第１２ 閉会中の継続調査申出について

〇出席議員（８名）

１番 蓮 尾 純 一 君 ２番 吉 田 智 一 君

３番 髙 橋 憲 一 君 ４番 長谷川 克 弘 君

５番 宮 崎 泰 宗 君 ６番 細 谷 久 雄 君

７番 西 浦 岩 雄 君 ８番 星 川 三喜男 君
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〇欠席議員（０名）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君

教 育 長 大 島 朗 君

総 務 課 長 永 田 剛 君

総務課防災・行政
市 本 功 一 君

デジタル化担当課長

総務課住民担当課長 石 川 章 人 君

政 策 経 営 課 長 長 尾 享 君

政 策 経 営 課
野 田 繁 実 君

まちづくり担当課長

産 業 課 長 平 中 敏 志 君

産業課商工労働・
観光まちづくり 矢 部 智 彦 君
担 当 課 長

産業課林務・基盤
西 川 明 文 君

整 備 担 当 課 長

産 業 課 参 事 兼
北 村 哲 也 君

農業委員会事務局長

産 業 課 主 幹 原 岡 将 史 君

建設課上下水道
後 藤 晃 昭 君

担 当 課 長

保 健 福 祉 課 長 土 屋 順 一 君

保健福祉課主幹 五十嵐 弘 将 君

保健福祉課主幹 荒 川 亜希子 君

教 育 次 長 笹 原 等 君

国保病院事務長 西 村 智 広 君

長 寿 園 施 設 長 砂 金 昌 明 君

自 動 車 学 校 長 布 村 博 幸 君

会 計 管 理 者 小 林 美 幸 君

〇職務のため出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 今 野 真 二 君

議会事務局書記 姉 歯 彩 君
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◎開議の宣告

〇議長（星川三喜男君） 皆さん、おはようございます。定足数に達しておりますので、

ただいまから本日の会議を開きます。

本日の議事日程については、お手元に配付した議事日程第２号のとおりです。

（午前 ９時３０分）

◎議案第４３号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１、議案第４３号 情報通信技術の活用による行政手続

等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル

社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。議案第

４３号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運

営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について、永田総務課長から説明をさせてい

ただきます。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） おはようございます。よろしくお願いします。議案第４３号

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡

素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定についてをご説明申し上げます。

議案３４ページをお開き願います。議案第４３号 情報通信技術の活用による行政手続

等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル

社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

について。

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡

素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例を別紙のとおり制定する。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

改正の要旨を申し上げます。議案３８ページをお開き願います。情報通信技術の活用に

よる行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るた

めのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行による行政手続による特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、規定を整備する必要があ

るため改正するものです。
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続きまして、改正の内容を新旧対照表にてご説明申し上げます。議案３６ページから３

７ページをお開き願います。第１条、改正部分ですけれども、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例の改正につきましては、第２条第１項、第２項に定義する特定個人情

報、第３号の個人番号利用事務実施者、第４号の情報提供ネットワークシステム、第５号、

個人番号利用事務について、引用元となる根拠法令の改正に伴い発生する条項ずれをそれ

ぞれ改めるものです。

続きまして、第２条、改正部分ですけれども、中頓別町議会個人情報保護条例の改正は、

第２条第８項で引用する特定個人情報、第３９条第１項第１号イの特定個人情報ファイル

の根拠法令についても、改正条例第１条と同様に引用元となる根拠法令の改正に伴い発生

する条項ずれをそれぞれ改めるものです。

議案３５ページをお開きください。附則、この条例は、公布の日から施行する。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４３号につい

て採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４３号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の

向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を

改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例は原案のとおり可決されました。

◎議案第４４号

〇議長（星川三喜男君） 日程第２、議案第４４号 令和７年度中頓別町一般会計補正予

算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４４号 令和７年度中頓別町一般会計補正予算につきまし

て、長尾政策経営課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 長尾政策経営課長。
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〇政策経営課長（長尾 享君） おはようございます。よろしくお願いいたします。それ

では、議案第４４号 令和７年度中頓別町一般会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開きください。令和７年度中頓別町一般会計補正予算。

令和７年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億９，４０５万５，

０００円を増額し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億９，９４８万１，０

００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

４ページをお開き願います。第２表、地方債補正でございます。１点目は、地方債の変

更となっています。起債の目的、過疎対策事業債の限度額を変更前１１億６，２２０万円

から変更後１４億８，３７０万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法に変更は

ございません。変更になった事業についてご説明いたします。過疎地域持続的発展特別事

業の限度額を６，０７０万円から変更後６，１７０万円に、中頓別学園整備事業の限度額

を変更前９億５，１６０万円から変更後１２億５，９８０万円に、社会資本整備総合交付

金事業の限度額を変更前３，４６０万円から変更後４，６９０万円に変更するもので、い

ずれも事業費の確定、精査によるものです。

次に、辺地対策事業債の限度額を変更前４億３，３７０万円から変更後６億７，７７０

万円とするもので、起債の方法、利率等に変更はありません。変更になった事業について

ご説明いたします。秋田原野線交付金事業の限度額を変更前６，５１０万円から変更後７，

２２０万円に、中頓別弥生線交付金事業の限度額を変更前３，５００万円から変更後２億

５，０００万円に、除雪機械整備事業の限度額を変更前３，９００万円から変更後６，０

９０万円に変更するもので、いずれの事業費も確定、精査によるものです。

続きまして、起債の追加であります。起債の目的、緊急防災・減災対策事業債では、限

度額を５７０万円とし、起債の方法は証書借入れ、利率は３％以内、償還の方法は借入先

の融資条件または借入先との協定による。ただし、財政状況等により据置期間及び償還期

限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借換えすることができる。対象事業の限度額

は、Ｊアラート更新事業５７０万円です。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１４ページをお開き願います。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に１５０万１，０００円を追

加し、６億６，４７４万７，０００円とするもので、内容は人事管理事務事業、２節給料

で２１０万４，０００円、３節職員手当等で９２万１，０００円、４節共済費で５４万５，
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０００円の減額、いずれも総務課総務グループ所属会計年度任用職員の退職に伴う減額で

あります。総務関連事務事業、１節報酬及び８節旅費では設置予定のいじめ問題調査委員

会委員に対する報酬及び旅費に１５９万２，０００円、２７５万９，０００円をそれぞれ

新規計上し、１１節役務費に広報配達による郵便料６９万円を追加するものであります。

詳細につきましては、総務課総務グループ作成の補正予算説明資料をご参照願います。ま

た、人件費の詳細につきましては２４ページ以降の給与費明細書をご参照願います。

３目文書広報費では、既定額に４７万３，０００円を追加し、９６９万２，０００円と

するもので、広報広聴事業、１７節備品購入費で広報紙の配布作業の負担軽減を図るため、

当初予算で計上した丁合い機の導入と併せて紙の折り込み機導入が必要であることから、

費用を追加するものであります。詳細につきましては、別に配付しております政策経営課

作成の予算説明資料をご参照願います。

８目防災対策費では、既定額に５７２万７，０００円を追加し、１，４１４万４，００

０円とするもので、防災対策事業、１２節委託料に同額を計上、緊急情報を安定的に伝達

するため、Ｊアラートの受信機更新費用を新規計上するものであります。

３項１目戸籍住民基本台帳費では、既定額に３１７万９，０００円を追加し、２，２６

６万４，０００円とするもので、住民事務事業、１２節委託料に同額を計上、マイナンバ

ーカードをかざすことにより氏名、住所等の情報が自動出力され、戸籍、住民票の転入出

の申請手続の軽減される新たなシステムを導入するものです。詳細につきましては、別に

配付しております総務課住民グループ作成の予算説明資料をご参照願います。

４項選挙費、３目参議院議員選挙費では、既定額に６万円を追加し、５２９万８，００

０円とするもので、参議院議員選挙費、１２節委託料に同額を追加、自書式投票用紙読み

取り機セットアップ委託料に不足が生じたことによる追加計上であります。

３款民生費、１項社会福祉費、２目老人福祉費では、既定額に２０万９，０００円を追

加し、１億５，４３２万６，０００円とするもので、養護老人ホーム運営事業、１２節委

託料に同額を追加、１７ページをお開きいただきまして、特定建築物の３年に１度の定期

報告に係る調査委託料を養護及び特別養護老人ホーム、デイサービスセンターとの案分に

より支出するもので、養護老人ホーム支出分を計上するものとなっております。詳細につ

きましては、保健福祉課作成の予算説明資料をご参照願います。

２項児童福祉費、９目妊婦のための支援給付事業費では、新たに８０万円を計上するも

ので、当初予算にて４款衛生費に計上していました出産・子育て応援事業が制度改正によ

り妊婦のための支援給付事業として予算を組替えするものです。

４款衛生費、１項保健衛生費、２目母子衛生費では、既定額より８０万円を減額し、３

３８万１，０００円とするもので、出産・子育て応援事業、１９節扶助費より同額を減額、

２項児童福祉費にて説明しました組替えに伴う減額をするものであります。

６目診療所費では、既定額に４０万円を追加し、１，９５４万６，０００円とするもの

で、歯科診療所運営事業、１７節備品購入費に同額を計上、歯科診療所にて使用しており
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ます治療器具の滅菌器が故障により滅菌不能となったため、新規購入するものであります。

２項上水道費、１目上水道施設費では、既定額に１９５万６，０００円を追加し、９，

８６０万８，０００円とするもので、水道事業運営補助事業、１８節負担金補助及び交付

金で同額を追加、水道事業の追加補正に対する一般会計からの負担金であります。

６項農林水産業費、１項農業費、２目農業振興費では、既定額に変更はございませんが、

６次産業化推進事業、２節給料から１２節委託料で２４万６，０００円を組替えするもの

で、地域おこし協力隊員を新規採用する予定でしたが、現在応募者がいないことから、当

面の間ブドウ栽培圃場管理補助業務を委託業務とすることによるものであります。

４目有害鳥獣対策費では、既定額に４１３万２，０００円を追加し、２，５３０万２，

０００円とするもので、有害鳥獣対策費、７節報償費に同額を計上、北海道から鳥獣被害

防止総合対策事業補助金の割当てを受けて有害鳥獣捕獲報償費、エゾシカ５１７頭分を追

加計上するものであります。詳細につきましては、産業課産業グループ作成の補正予算説

明資料をご参照願います。

２項林業費、１８ページをお開きいただきまして、１目林業振興費では、既定額に変更

はございませんが、森林整備・林業振興事業、８節旅費から１０節需用費、１３節使用料

及び賃借料で６万７，０００円を組替えするもので、中頓別町地域活性化に関する連携協

定によるイベント開催経費について旅費を公共交通機関での移動から公用車に変更するこ

とにより、その減額した費用をイベント経費に充てるものであります。

７款１項商工費、１目商工総務費では、既定額に１，２００万円を追加し、５，６６５

万１，０００円とするもので、商工業振興対策推進事業、１８節負担金補助及び交付金に

同額を追加、起業支援補助金の申請が予定されていることや今後の事業継承、新規企業の

見込みを追加計上するものであります。詳細につきましては、産業課商工労働・観光まち

づくりグループ作成の補正予算説明資料をご参照願います。

８款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費では、既定額に８００万３，０００円を

追加し、２億７，３８９万６，０００円とするもので、除排雪事業、１７節備品購入費で

８００万３，０００円を追加、ロータリー除雪車購入費について昨今の物価高騰による影

響により不足が生じるため、追加するものです。道路維持補修事業では、１２節委託料か

ら１０節需用費へ８００万円を組替えするもので、町道のり面崩壊による通行止め箇所に

ついて当初は修繕設計委託に計上しておりましたが、直営にて設計することとしたため、

維持補修費用を増額するものであります。

３目道路新設改良費では、既定額に２億１，０００万円を追加し、４億１，０３５万８，

０００円とするもので、中頓別弥生線交付金事業、１８節負担金補助及び交付金に同額を

追加、一已内橋架替道営事業に対する道営事業負担金で、今年度事業実施分の増額に伴い、

追加計上するものです。詳細につきましては、建設課建設グループ作成の補正予算説明資

料をご参照願います。

４項公共下水道費、１項公共下水道施設費では、既定額に２，０７１万５，０００円を
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追加し、１億３，１０６万７，０００円とするもので、下水道事業運営補助事業、１８節

負担金補助及び交付金で同額を追加、下水道事業の追加補正に対する一般会計からの負担

金であります。

２０ページをお開きください。１０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費では、

既定額に３万円を追加し、８２万６，０００円とするもので、教育委員会事業、９節交際

費に同額を追加、教育長交際費に不足が見込まれるための追加計上であります。詳細につ

きましては、教育委員会作成の補正予算説明資料をご参照願います。

２目事務局費では、既定額に１３５万９，０００円を追加し、１４億３，９４６万２，

０００円とするもので、教育委員会事務局事業、１節報酬に１８万３，０００円、３節職

員手当に２万６，０００円を追加計上、なかとん学習塾の支援員交代に伴い、会計年度任

用職員を新規採用するための計上であります。次に、公用車両維持管理事業、１０節需用

費に４０万１，０００円を追加計上、スクールバスのタイヤ購入費の計上であります。次

に、中頓別学園整備事業では、８節旅費に１６万２，０００円、１０節需用費に２２万７，

０００円、１１節役務費に３６万円を追加計上、国立大学法人東京学芸大学との連携協定

締結に関するプレスリリース出席のための旅費や中頓別学園に対する寄附を呼びかけるた

めの経費を計上するものです。

３目住宅管理費では、既定額に１８万５，０００円を追加し、５１３万円とするもので、

教職員住宅管理事業、１０節需用費で同額を追加、教職員住宅の網戸修繕費を計上。

２項小学校費、１目学校管理費では、既定額に１９９万１，０００円を追加し、３，５

９８万３，０００円とするもので、小学校施設維持管理事業、１４節工事請負費で同額を

追加、旧中頓別小学校グラウンド横の町道６条通り線沿いのカラマツと中学校の自転車置

場裏の樹木伐採費用を計上するものであります。

４項社会教育費、１目社会教育総務費では、既定額に６９万３，０００円を追加し、１，

５００万４，０００円とするもので、少年教育推進事業、１２節委託料に同額を追加、自

然体験活動指導者のための養成委託料を計上するものです。

２目町民センター費では、既定額に２２万円を追加し、９４４万１，０００円とするも

ので、町民センター運営維持管理事業に同額を追加、町民センター管理人の住居引っ越し

に伴う住宅手当、寒冷地手当の計上であります。

３目社会教育施設費では、既定額に７９万８，０００円を追加し、１，１６９万８，０

００円とするもので、郷土資料館及び青少年柔剣道場運営事業に１節報酬で４０万６，０

００円、１３節使用料及び賃借料で３９万２，０００円をそれぞれ追加、図書システムの

図書登録作業を行う会計年度任用職員の募集、端末使用料の計上となっております。

２２ページをお開きください。６目そうや自然学校施設費では、既定額に６４万５，０

００円を追加し、４８５万３，０００円とするもので、そうや自然学校事業に１１節役務

費で７万３，０００円を追加、１４節工事請負費で５７万２，０００円を新規計上、参加

者のための賠償責任保険料の追加及び落雪により屋根破損した施設修繕工事の計上であり
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ます。

５項保健体育費、１目保健体育総務費では、既定額に１１万７，０００円を追加し、３

８９万３，０００円とするもので、社会体育推進事業、１１節役務費に同額を計上、公用

車の自動車損害賠償責任保険料の計上であります。

３目寿野外レクリエーション施設費では、既定額に１，００６万５，０００円を追加し、

１億２５５万８，０００円とするもので、寿野外レクリエーション施設費、１４節工事請

負費に同額を計上、雪害により破損した寿公園管理棟の屋根修繕工事の計上であります。

１２款諸支出金、１項１目特別会計繰出金では、既定額に４６万６，０００円を追加し、

１億６，８７３万７，０００円とするもので、特別会計繰出金事業、２７節繰出金に同額

を追加、介護保険事業特別会計、保険事業勘定、介護サービス事業勘定、施設介護サービ

ス事業勘定への繰出金の追加であります。

２項基金費、５項公共施設整備等基金費では、新規に１３万１，０００円を追加するも

ので、公共施設整備等基金費、２４節積立金に同額を計上、資金不足に伴う繰替え運用を

公共施設整備等基金で予定しており、その際に生じる預金利子と補填利息を積み立てるも

のであります。

８ページにお戻りください。歳出合計、既定額に２億９，４０５万５，０００円を追加

し、６０億９，９４８万１，０００円とするものであります。

続きまして、歳入についてご説明いたします。１０ページをお開きください。１４款国

庫支出金、１項国庫負担金、２目教育費国庫負担金では、既定額より１億９，０９７万３，

０００円を減額し、３００万２，０００円とするもので、１節公立学校施設整備費負担金

より同額を減額、これは過疎債の申請手続において国から負担金の内示がなされていない

ものについては事業財源として計上することができないとのことから、負担金額の内示を

受けるまでの間、国庫負担金を減額し、過疎債を増額するものであります。

２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金では、既定額に２５０万８，０００円を追加し、

２，６３４万２，０００円とするもので、５節マイナンバーカード交付事務費補助金に同

額を新規計上、歳出、住民事務事業の行政手続支援システム導入委託料に充当する補助金

であります。

２目民生費国庫補助金では、既定額に５３万３，０００円を追加し、１，６０２万２，

０００円とするもので、１節子ども・子育て支援交付金に同額を新規計上、歳出、妊婦の

ための支援給付事業の支援給付金に充当する補助金であります。

３目衛生費国庫補助金では、既定額より５３万３，０００円を減額し、１５万７，００

０円とするもので、２節出産・子育て応援交付金より同額を減額、歳出、出産・子育て応

援事業の組替えにより減額するものです。

５目土木費国庫補助金では、既定額より２，６０９万４，０００円を減額し、１億３，

７８７万８，０００円とするもので、１節道路橋梁費補助金に同額を新規計上、歳出、道

路新設改良費の各事業に充当する補助金へ国庫補助金額の確定により減額計上するもので
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あります。

６目教育費国庫補助金では、既定額より１億１，７２２万７，０００円を減額し、１，

２６０万８，０００円とするもので、４節学校施設環境改善交付金より同額を減額、公立

学校施設整備費補助金と同様に内示を受けるまでの間、国庫補助金を減額するものであり

ます。

３項国庫委託金、１目総務費委託金では、既定額に６万円を追加し、５４５万５，００

０円とするもので、３節参議院議員選挙委託金に同額を追加計上、歳出、参議院議員選挙

費に充当する委託金であります。

１５款道支出金、２項道補助金、２目民生費補助金では、既定額に１３万３，０００円

を追加し、１，６１７万３，０００円とするもので、５節子ども・子育て支援交付金に同

額を新規計上、歳出、妊婦のための支援給付事業の支援給付金に充当する補助金でありま

す。

３目衛生費補助金では、既定額より１３万３，０００円を減額し、５０万円とするもの

で、２節出産・子育て応援交付金より同額を減額、歳出、出産・子育て応援事業の組替え

により減額するものであります。

４目農林業費補助金では、既定額に４１３万２，０００円を追加し、１億３，７６５万

円とするもので、１５節鳥獣被害防止総合対策事業補助金に同額を計上、歳出、有害鳥獣

対策費、捕獲報償費に充当する補助金であります。

１６款財産収入、１項１目財産運用収入では、既定額に１７万１，０００円を追加し、

１７万２，０００円とするもので、１節利子及び配当金に同額を計上、各基金の利子分を

追加計上。

１８款繰入金、１項基金繰入金、５目地方創生基金繰入金では、既定額に１，２００万

円を追加し、５，３７９万円とするもので、１節地方創生基金繰入金に同額を追加、歳出

の商工業振興対策推進事業に充当。

６目公共施設整備等基金繰入金では、既定額に１８万５，０００円を追加し、５，８７

３万４，０００円とするもので、１節公共施設整備等基金繰入金に同額を追加、歳出の教

職員住宅管理事業に充当するものであります。

１９款繰越金、１項１目繰越金では、既定額に２，７４５万６，０００円を追加し、７，

９４５万６，０００円とするもので、１節前年度繰越金に同額を追加、歳出の一般財源と

するものであります。

２０款諸収入、６項１目雑入では、既定額に１，０６３万７，０００円を追加し、２，

８６４万円とするもので、１節雑入に同額を追加、歳出、そうや自然学校事業、寿野外レ

クリエーション施設費に充当する共済保険金であります。

２１款町債、１項町債、１目過疎対策事業債では既定額に３億２，１５０万円を追加し、

１４億８，３７０万円とするもの、２目辺地対策事業債では既定額に２億４，４００万円

を追加し、６億７，７７０万円とするもの、７目緊急防災・減災事業債では新規に５７０
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万円を計上するもので、いずれも内容につきましては第２表、地方債補正で説明させてい

ただきましたので、省略させていただきます。

６ページにお戻りください。歳入合計、既定額に２億９，４０５万５，０００円を追加

し、６０億９，９４８万１，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） １５ページの総務関連事務事業のところがいろいろ気になったの

で、お伺いしたいと思うのですけれども、まず金額なのですけれども、予算書でいうと５

０７万１，０００円の追加ってなっていて、説明資料を頂いているのですけれども、この

中でいうと５０４万円の増額というところで３万１，０００円違うのですけれども、説明

の中でも委員会の報酬は１５９万２，０００円で説明資料と同じなのですけれども、旅費

の部分が予算書だと２７５万９，０００円で説明資料のほうだと２７５万８，０００円、

１，０００円違うのです。広報の関係でいうと、長尾課長の説明でも６９万円とおっしゃ

っていたと思うのですけれども、予算書でいうと７２万円になっていて、説明資料では６

９万円になっている。これは３万円違う、３万１，０００円で、主な内容とまた別個で３

万１，０００円経費を見ているのかもしれないですけれども、その辺どれが正確な金額な

のか伺いたい思います。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 今ご指摘のありましたところの総務関連事務事業のところの

旅費のところですけれども、申し訳ありません、予算のほうが正しくて、端数の切上げに

なりまして、細かい数字でいくと２７５万８，７００円という積算をしていまして、そこ

でごめんなさい、間違えまして、予算の計上上は切り上げるものですから、２７５万９，

０００円が正しい数字となります。

（「７２万円のほうは、６９万円という説明あるのですけれども、７２

万円になっているんですけど」と呼ぶ者あり）

〇総務課長（永田 剛君） 全部合わせて。

（「郵送料ですね」と呼ぶ者あり）

〇総務課長（永田 剛君） 郵送料。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時０４分

再開 午前１０時０４分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を開きます。
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長尾政策経営課長。

〇政策経営課長（長尾 享君） 大変失礼いたしました。私の説明のところで言い間違い

ということで、正式には７２万円が正しくて、６９万円というのは、すみません、間違い

です。

（「説明資料が違う」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 説明資料が違うということですね。説明資料には６９万円と書

いてある。

（何事か呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 休憩します。

休憩 午前１０時０５分

再開 午前１０時０５分

〇議長（星川三喜男君） 休憩を解いて。

永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 大変申し訳ありません。回数の積算上６９万円で最初積算し

て、最終決裁を一回取りまして、その後１回分が足りなかったということで、その後ちょ

っと内部で６９万円から７２万円に直しまして、その際に説明資料のほうが間違えて前の

数字のままになっていたということで、大変申し訳ありません、７２万円が正しい数字に

なります。

（「丁合い機のこと」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 休憩します。

休憩 午前１０時０６分

再開 午前１０時０６分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を開きます。

宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） お時間を取らせてもらったりして、一応説明としては分かりまし

た。金額的には全て予算書のほうが正しいという理解でいいのかなというふうに思います。

再度触れたいなと思うのですけれども、昨日も少し一般質問の中でも触れましたけれど

も、広報の各自治会の班長への配達の部分の郵送料というふうに、これもさっき言えばよ

かったのですけれども、郵送料というふうに予算書のほうでは掲載されていて、ごめんな

さい、これも説明資料だと郵便料になっていてちょっと違いがあるのですけれども、その

辺郵送料、郵便料、どっちにしてもそういう項目になるのかなというところ、委託をして

いるような感じになるので、委託料的な印象があるのですけれども、この項目が適切なの
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かというところを再度伺いたいと思います。

それと、もう一点、いじめ問題調査委員会の費用の部分ですけれども、報酬は約１６０

万円計上されているものに対して旅費が約２７５万円の追加というところで、報酬に対し

て旅費が結構かかるのだなという印象なのですけれども、委員は５名ということになって

いると思うのですけれども、この旅費の額からするとかなり遠方から来られる方とかが多

いのか、その点が細かい資料のほうにもないので、おおむね１回分幾らとか、それを会議

何回分で見ているのかとか、その辺も加えて伺いたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 郵便料、郵送料というところの文言の違いがちょっとあった

というところでございます。内容としては、昨日ちょっとお話があった件で、町内の新聞

屋のほうに配達をしてもらうようなことでお願いをした件でございますけれども、届けて

もらうということで、そこに対する役務ということでこの予算の計上にさせていただいて

おります。委託契約ではなく、配達してもらうというような考えで計上させていただいて

おります。

もう一点、旅費の２７５万９，０００円というところでございますけれども、構成する

委員はまだ決まっていないのですけれども、町外の委員にお願いをする予定でございまし

て、それで調査等、対象者が札幌のほうにいらっしゃったり、委員のこれからお願いする

住所もまだ決まっていないものですから、札幌の旅費で２泊で計上している部分もござい

まして、それで今も概々算ですけれども、調査でご家族のほうの調査ですとか、当事者の

ほうの調査ですとか、その回数も大体数回見込んでおりますので、委員も５名ぐらい見込

んでおりますので、そのところで会議に関する旅費ですとか、調査に関する旅費ですとか、

その間の打合せに関する旅費ですとか、そういったところをちょっと概算で見積もらせて

いただいております。

〇議長（星川三喜男君） 宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） 広報の関係は分かりました。委託という形ではなくて一回一回配

達をお願いするということで、普通に荷物とか書類を送るという意味での郵便料、郵送料

というところかなというふうに思います。

今ご説明ありましたけれども、旅費のほうでいくとまだ決まっていないということで、

札幌分ということで結構高額になっているのかなと思うのですけれども、今の説明からい

くと委員５名は全員町外の方という想定をしているということでよろしいですか、それだ

け最後に伺いたいと思います。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 委員は、全員町外ということで今のところ想定をしておりま

す。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。あ

りませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４４号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４４号 令和７年度中頓別町一般会計補正予算は原案のとおり可決され

ました。

◎議案第４５号

〇議長（星川三喜男君） 日程第３、議案第４５号 令和７年度中頓別町自動車学校事業

特別会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４５号 令和７年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正

予算につきまして、布村自動車学校長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 布村自動車学校長。

〇自動車学校長（布村博幸君） 議案第４５号 令和７年度中頓別町自動車学校事業特別

会計補正予算についてご説明申し上げます。

まず、１ページをお開きください。令和７年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予

算。

令和７年度中頓別町の自動車学校事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６万６，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５，９８２万６，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページを御覧ください。１款総務費、

１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に６万６，０００円を追加し、５，９８２

万６，０００円とするもので、自動車学校事業、備品購入費に同額を計上、オートマチッ

ク車、ＡＴ教習車購入費を追加計上するものであります。補正の理由につきましては、当

初ＡＴ教習車の購入を見積りにて金額を予定していましたが、昨今の物価高騰の影響によ

り入札が成立しなかったため、不足分を追加計上するものであります。
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６ページにお戻りください。歳出合計、既定額に６万６，０００円を追加し、５，９８

２万６，０００円とするものです。

続いて、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。２款１項１目繰

越金は、既定額に６万６，０００円を追加し、６万７，０００円とするもので、前年度繰

越金を追加するものであります。

４ページにお戻りください。歳入合計、既定額に６万６，０００円を追加し、５，９８

２万６，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４５号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４５号 令和７年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算は原案の

とおり可決されました。

◎議案第４６号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第４、議案第４６号 令和７年度中頓別町水

道事業会計補正予算を議題といたします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４６号 令和７年度中頓別町水道事業会計補正予算につき

まして、建設課、後藤担当課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） おはようございます。議案第４６号 令和７

年度中頓別町水道事業会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開き願います。令和７年度中頓別町水道事業会計補正予算。

総則、第１条、令和７年度中頓別町水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによ

る。

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度中頓別町水道事業会計予算第３条に定めた収

益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。
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水道事業収益につきましては、既決予定額に１，０９５万６，０００円を追加し、１億

５，２１３万８，０００円とするものです。

水道事業費用では、既決予定額に１，０９５万６，０００円を追加し、１億５，２１３

万８，０００円とするものであります。

他会計からの補助金、第３条、予算第８条に定めた一般会計から受ける補助金の予定額

を、次のとおり補正する。

補助金名、一般会計繰入金につきまして既決予定額に１，０９５万６，０００円を追加

し、９，８６０万８，０００円とするものでございます。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明いたします。９ページをお開き願います。また、

別に配付しております水道事業会計補正予算説明資料をご参照ください。１款水道事業費

用、１項営業費用、２目配水及び給水費において既決予定額に１，０９５万６，０００円

を追加し、１，８０８万４，０００円とするもので、委託料に同額を計上、中長期的な経

営を基本計画に表す経営戦略については、経営基盤強化と財政のマネジメント向上の柱と

位置づけられるものであり、策定した経営戦略に沿った取組等の状況を踏まえつつＰＤＣ

Ａサイクルを通じて質を高めていくため、３年から５年内の見直しを行うことが重要であ

ります。総務省より経営戦略の見直し率を令和７年度末までに１００％とする通知が発出

されており、今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映、将来における所要更新

費用の的確な反映、物価上昇等を反映した維持管理費の上昇傾向等の的確な反映を投資、

財政計画に盛り込むことが持続可能なサービスの提供に不可欠なことから、今回の見直し

に関わる委託料を追加するものです。

次に、収益的収支の収入をご説明いたします。７ページをお開き願います。１款水道事

業収益、２項営業外収益、１目他会計補助金において、既決予定額に１，０９５万６，０

００円を追加し、４，１４４万１，０００円とするもので、他会計補助金に同額を計上、

収益的支出の委託料の補正に伴い、収益のバランスを取るために設定するもです。

予定貸借対照表につきましては３ページに、キャッシュフロー計算書は５ページに添付

しておりますので、ご参照願います。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４６号を採決

します。
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お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４６号 令和７年度中頓別町水道事業会計補正予算は原案のとおり可決

されました。

◎議案第４７号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第５、議案第４７号 令和７年度中頓別町下

水道事業会計補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４７号 令和７年度中頓別町下水道事業会計補正予算につ

きまして、建設課、後藤担当課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 後藤建設課上下水道担当課長。

〇建設課上下水道担当課長（後藤晃昭君） 議案第４７号 令和７年度中頓別町下水道事

業会計補正予算についてご説明いたします。

議案１ページをお開き願います。令和７年度中頓別町下水道事業会計補正予算。

総則、第１条、令和７年度中頓別町下水道事業会計の補正予算は、次に定めるところに

よる。

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度中頓別町下水道事業会計予算第３条に定めた

収益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。

下水道事業収益につきましては、既決予定額に８４１万５，０００円を追加し、１億３，

０９５万７，０００円とするものです。

下水道事業費用は、既決予定額に８４１万５，０００円を追加し、１億３，０９５万７，

０００円とするものであります。

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を、次

のとおり補正する。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，５０３万３，００

０円は、当年度分損益勘定留保資金で補填する。

資本的収入につきましては、既決予定額から１，６０４万１，０００円を減額し、１億

６，８５５万９，０００円とするものです。

資本的支出では、既決予定額から１，６０１万３，０００円を減額し、１億８，３５９

万２，０００円とするものであります。

企業債、第４条、企業債として起こすことができる企業債の目的、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法を、次のとおり変更する。

地方債補正、下水道事業債の限度額の変更でございます。起債の目的、下水道事業債の

限度額を変更前３，４６０万円から変更後４，７１０万円とするものです。社会資本整備
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総合交付金の配分額の減により、当初予定した建設改良費に充当する下水道事業債に不足

が生じることから、追加するものでございます。なお、起債の方法、利率、償還の方法に

変更はございません。

他会計からの補助金、第５条、予算第８条に定めた一般会計から受ける補助金の予定額

を、次のとおり補正する。

補助金名、一般会計繰入金につきまして既決予定額に２，０７１万５，０００円を追加

し、１億３，１０６万７，０００円とするものでございます。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明いたします。９ページをお開き願います。１款下

水道事業費用、１項営業費用、２目処理場費において既決予定額８４１万５，０００円を

追加し、５，０４６万円とするもので、委託料の増額を計上、下水道事業経営戦略におい

ての水道利用会計補正予算でご説明した内容と同様に見直しを令和７年度までに行う必要

があり、料金収入、更新費用、維持管理費の的確な反映を投資、財政計画に盛り込むこと

が持続可能なサービスの提供に不可欠であることから、今回の見直しに関わる委託料を追

加するものでございます。

次に、収益的収支の収入をご説明いたします。７ページをお開き願います。１款下水道

事業収益、２項営業外収益、１目他会計補助金において既決予定額に８４１万５，０００

円を追加し、４，９５６万７，０００円とするもので、一般会計繰入金に同額を計上、収

益的支出の委託料の補正に伴い、収支のバランスを取るために設定するものでございます。

続きまして、資本的収支の支出についてご説明いたします。１３ページをお開き願いま

す。１款資本的支出、１項建設改良費、１目施設整備費において既決予定額から１，６０

１万３，０００円を減額し、１億３，３９８万７，０００円とするもので、社会資本整備

総合交付金の配分額の減となり、工事請負費の事業内容の見直しを行い、更新設備の一部

を次年度に実施することとしたことにより減額するものでございます。

次に、資本的収支の収入をご説明いたします。１１ページをお開き願います。１款資本

的収入、１項借入金、１目企業債において既決予定額に１，２５０万円を追加し、４，７

１０万円とするもので、内容につきましては企業債の補正でご説明したとおりとなります。

２項補助金、１目国庫補助金において既決予定額から４，０８４万１，０００円を減額

し、３，９９５万９，０００円とするもので、社会資本整備総合交付金の配分額の減によ

るものとなります。

２目他会計補助金において既決予定額に１，２３０万円を追加し、８，１５０万円とす

るもので、社会資本整備総合交付金の配分額の減により建設改良費に充当する一般会計繰

入金としての過疎債に不足が生じることから、追加するものでございます。

予定貸借対照表につきましては３ページに、キャッシュフロー計算書は５ページに添付

しておりますので、ご参照願います。

以上、簡単ではありますが、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願
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い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４７号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４７号 令和７年度中頓別町下水道事業会計補正予算は原案のとおり可

決されました。

議場の時計で１０時４０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時２９分

再開 午前１０時４０分

〇議長（星川三喜男君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎議案第４８号

〇議長（星川三喜男君） 日程第６、議案第４８号 令和７年度中頓別町介護保険事業特

別会計（保険事業勘定）補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４８号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（保険

事業勘定）補正予算につきまして、土屋保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） それでは、中頓別町介護保険事業特別会計（保険事業勘

定）補正予算についてご説明させていただきます。

議案第４８号、令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算についてご説明いた

します。

１ページをお開き願います。令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計(保険事業勘

定）補正予算。

令和７年度中頓別町の介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算は、次に定める

ところによる。

（歳入歳出予算の補正）
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第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１２４万１，０００円

を追加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５，６７８万８，０００円とす

る。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開き願います。３

款地域支援事業費、２項包括的支援事業・任意事業費、１目総合相談事業費では、既定額

に１２４万１，０００円を追加し、１５３万８，０００円とするもので、地域包括支援セ

ンターの職員の退職により総合相談員として会計年度任用職員を採用するため、かかる人

件費について１節報酬及び３節職員手当等でそれぞれ計上するものでございます。

６ページをお開き願います。歳出合計、既定額に１２４万１，０００円を追加し、２億

５，６７８万８，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開き願います。３款支払基

金交付金、１項支払基金交付金、２目地域支援事業支援交付金では、既定額に３３万５，

０００円を追加し、２７３万３，０００円とするもので、先ほど歳出でご説明いたしまし

た３款地域支援事業費で計上しております人件費に充当するため、標準給付費（地域支援

事業支援交付金）について追加計上するものでございます。

４款国庫支出金、２項国庫補助金、３目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事

業）では、既定額に４７万８，０００円を追加し、１５７万円とするもので、包括支援事

業、任意事業に係る補助金について計上。

５款道支出金、２項道補助金、２目地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）

では、既定額に２３万９，０００円を追加し、７８万５，０００円とするもので、包括支

援事業、任意事業に係る道補助金について計上。

７款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金では、既定額に１８万９，０００

円を追加し、３，８０７万６，０００円とするもので、包括支援事業、任意事業に係る一

般会計繰入金について計上しておりますが、いずれも３款支払基金交付金と同様に地域支

援事業費の人件費に充当するため、追加計上するものでございます。

４ページをお開き願います。歳入合計、既定額に１２４万１，０００円を追加し、２億

５，６７８万８，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４８号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４８号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補

正予算は原案のとおり可決されました。

◎議案第４９号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第７、議案第４９号 令和７年度中頓別町介

護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第４９号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（介護

サービス事業勘定）補正予算につきまして、長寿園、砂金施設長から説明をさせていただ

きます。

〇議長（星川三喜男君） 砂金特別養護老人ホーム長寿園施設長。

〇長寿園施設長（砂金昌明君） よろしくお願いいたします。議案第４９号 令和７年度

中頓別町介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算についてご説明させて

いただきます。

１ページをお開き願います。令和７年度中頓別町の介護保険事業特別会計（介護サービ

ス事業勘定）補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６万８，０００円を追加し、

歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ６，１３８万５，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開き願います。１

款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費では、既定額に６万８，０００円を追加し、

６，１３８万５，０００円とするもので、１２節委託料では特定建物定期調査に関する調

査費用となります。これは、建築基準法第１２条に基づき、公共性の高い建築物を対象と

し、その安全性を確保することが目的とされております。調査及び報告書作成の内容とし

ては建築物、換気設備、非常用照明、防火設備の点検となります。詳細につきましては、

中頓別町特別養護老人ホーム作成の補正予算補足説明書をご参照願います。

６ページをお開き願います。歳出、既定額に対し６万８，０００円を追加し、６，１３



- 70 -

８万５，０００円といたします。

続きまして、歳入のご説明をいたします。８ページをお開き願います。２款繰入金、１

項他会計繰入金、１目一般会計繰入金では、歳出に対して不足する収入について一般会計

繰入金６万８，０００円を追加するものでございます。

４ページをお開き願います。歳入、既定額に対し６万８，０００円を追加し、６，１３

８万５，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っているところでございます。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第４９号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第４９号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（介護サービス事業

勘定）補正予算は原案のとおり可決されました。

◎議案第５０号

〇議長（星川三喜男君） 日程第８、議案第５０号 令和７年度中頓別町介護保険事業特

別会計（施設介護サービス事業勘定）補正予算を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５０号、令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（施設

介護サービス事業勘定）補正予算につきまして、砂金長寿園施設長から説明をさせていた

だきます。

〇議長（星川三喜男君） 砂金特別養護老人ホーム長寿園施設長。

〇長寿園施設長（砂金昌明君） よろしくお願いいたします。議案第５０号 令和７年度

中頓別町介護保険事業特別会計（施設介護サービス事業勘定）補正予算についてご説明さ

せていただきます。

１ページをお開き願います。令和７年度中頓別町の介護保険事業特別会計（施設介護サ

ービス事業勘定）補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２０万９，０００円を追加し、
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歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ２億３，５１１万６，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開き願います。１

款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費では、既定額に２０万９，０００円を追加し、

２億３，５１１万６，０００円とするもので、１２節委託料では特定建物定期調査に関す

る調査費用となります。これは、建築基準法第１２条に基づき、公共性の高い建築物を対

象とし、その安全を確保することが目的とされております。調査及び報告書作成の内容と

して建築物、換気設備、非常用照明、防火設備の点検となります。詳細につきましては、

中頓別町特別養護老人ホーム作成の補正予算補足説明書をご参照願います。

６ページをお開き願います。歳出、既定額に対し２０万９，０００円を追加し、２億３，

５１１万６，０００円といたします。

続きまして、歳入のご説明をいたします。８ページをお開き願います。２款繰入金、１

項他会計繰入金、１目一般会計繰入金では、歳出に対して不足する収入について一般会計

繰入金２０万９，０００円を追加するものでございます。

４ページをお開き願います。歳入、既定額に対し２０万９，０００円を追加し、２億３，

５１１万６，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っているところでございます。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５０号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５０号 令和７年度中頓別町介護保険事業特別会計（施設介護サービス

事業勘定）補正予算は原案のとおり可決されました。

◎議案第５１号

〇議長（星川三喜男君） 日程第９、議案第５１号 令和７年度中頓別町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算を議題とします。
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本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５１号 令和７年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算につきまして、土屋保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 土屋保健福祉課長。

〇保健福祉課長（土屋順一君） それでは、議案第５１号 令和７年度中頓別町後期高齢

者医療事業特別会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開き願います。令和７年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算。

令和７年度中頓別町の後期高齢者医療事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７０６万７，０００円

を追加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４，１７１万３，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算の補正」による。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

初めに、事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開き願います。１

款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に７０６万７，０００円を追加

し、８８０万９，０００円とするもので、１２節委託料で７０６万７，０００円を追加、

総合行政システム改修業務委託料を新たに計上するもので、令和８年度に創設する子ども

・子育て支援金制度の施行に向け、医療保険者等のシステム改修が必要となるため、計上

するものとなります。

６ページをお開き願います。歳出合計、既定額に７０６万７，０００円を追加し、４，

１７１万３，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開き願います。５款国庫支

出金、１項国庫補助金、１目子ども・子育て支援事業費補助金では、新たに７０６万７，

０００円を追加するもので、先ほど歳出でご説明いたしました１款総務費で計上しており

ます支出に充当するため、新規計上するものでございます。

４ページをお開き願います。歳入合計、既定額に７０６万７，０００円を追加し、４，

１７１万３，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

〇議長（星川三喜男君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５１号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５１号 令和７年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計補正予算は原

案のとおり可決されました。

◎議案第５２号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、日程第１０、議案第５２号 令和７年度中頓別町

国民健康保険病院事業会計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５２号 令和７年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補

正予算につきまして、西村病院事務長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 西村国保病院事務長。

〇国保病院事務長（西村智広君） よろしくお願いいたします。議案第５２号 令和７年

度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算についてご説明いたします。

１ページをお開き願います。総則、第１条、令和７年度中頓別町国民健康保険病院事業

会計の補正予算は、次に定めるところによる。

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算第３

条に定めた収益的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。

病院事業収益におきましては、既決予定額に４９万１，０００円を追加し、６億３４３

万８，０００円とするものです。

病院事業費用では、既決予定額に４９万１，０００円を追加し、６億３４３万８，００

０円とするものであります。

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を、次

のとおり補正する。

資本的収入につきましては、変更はございません。

資本的支出に関わっては、既決予定額に１０６万７，０００円を追加し、１，８２１万

１，０００円とするものです。

なお、資本的収入が資本的支出額に対し不足する額５７９万円は、当年度分損益勘定留

保資金で補填するものです。

令和７年６月１８日提出、中頓別町長。

それでは、収益的収支の支出をご説明いたします。９ページをお開き願います。また、
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別に配付してございます補足説明資料の１ページもお開き願います。１款病院事業費用、

１項医業費用、３目経費の既決予定額に４９万１，０００円を追加し、７，１１４万３，

０００円とするもので、消耗品の１２万５，０００円の追加は病院にあります空気清浄脱

臭装置のフィルター等の購入に伴う追加であります。委託料の２７万６，０００円の追加

は、ガス滅菌器、除細動器、財務会計システムの保守費用について消耗品部分等の値上げ、

サポート終了等による保守経費が増額になったことに伴う追加でございます。雑費の９万

円の追加は、病院所有の車庫の解体費用を計上するものでございます。

次に、収益的収支の収入をご説明いたします。７ページをお開き願います。１款病院事

業収益、３項医療外収益、８目道補助金は、今年度についても医療・介護・障がい施設等

物価高騰及び食材料費支援金が交付されることになったことから、病院２９万８，１２４

円、介護医療院１９万２，８９６円の交付金を受けるため、４９万１，０００円を新規計

上するものでございます。

続きまして、資本的収支の支出をご説明いたします。１１ページをお開き願います。ま

た、補足説明資料２ページでございます。１款資本的支出、２項建設改良費、１目固定資

産購入費は、既決予定額に１０６万７，０００円を追加し、１，０７６万８，０００円と

するもので、機械備品購入費に１３万円を計上、これにつきましては詰所に設置している

検査システムの端末に不具合が生じたことから、交換用端末の購入費用のため、計上する

ものでございます。次に、施設費に９３万７，０００円を計上、これにつきましては医師

住宅の電気温水器が故障し、交換部品の流通がない状況で修理不能となったことから、新

たに設備を更新するため、新規計上するものでございます。

予定貸借対照表につきましては３ページに、キャッシュフロー計算書は５ページに添付

しておりますので、ご参照願います。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５２号を採決

します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５２号 令和７年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算は原案

のとおり可決されました。
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◎日程の追加

〇議長（星川三喜男君） お諮りします。

議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定の件及

び議案第５４号 中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例の制定の件を日程に追

加し、追加日程第１及び第２として議題にしたいと思います。これにご異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制

定の件及び議案第５４号 中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例の制定の件を

日程に追加し、追加日程第１及び第２として議題とすることに決定しました。

◎議案第５３号

〇議長（星川三喜男君） それでは、追加日程第１、議案第５３号 特別職の職員の給与

等に関する条例の一部を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、永田総務課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 永田総務課長。

〇総務課長（永田 剛君） 議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてをご説明申し上げます。

１ページをお開き願います。議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について。

特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和７年６月１９日提出、中頓別町長。

改正の要旨を申し上げます。議案４ページをお開き願います。改正の要旨、町職員が傷

害事件を起こしたことにより、町民をはじめ関係者の皆様に多大なご迷惑と行政の信用を

大きく失墜させたことに対し、町政運営を預かる者としての責任を取るため、特別職の７

月分給与月額の１００分の２０の減給を行うものです。

続きまして、改正の内容を新旧対照表にてご説明申し上げます。議案３ページをお開き

願います。附則として１項を追加します。第９項、令和７年７月分の町長及び副町長の給

料月額については、第３条の規定にかかわらず、同条の規定により支給されることとなる

金額から、その額の１００分２０に相当する額を減じた額とする。

議案２ページをお開きください。この条例は、公布の日から施行する。
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以上、簡単ではありますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議いただきます

ようお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

ありませんか。

宮崎さん。

〇５番（宮崎泰宗君） 今説明ありました。ここで詳しいことというか、詳細を語れるも

のではないと思うのですけれども、いわゆる警察沙汰みたいなことでいうと、令和５年で

すかね、まだ２年たっていないぐらいで記憶に新しいところで停職６か月、退職という、

停職６か月という懲戒処分があったというのは皆さん比較的記憶に新しいところだと思い

ます。前段で町側のほうからこの件の詳しいところの説明をいただきました。その中でも、

町の中でそれ以上の話になってしまっているとかというところがあって、またこれからそ

の処分については公になるものと思いますけれども、聞いたところでいくと停職１か月と

いうところで、多分そういう状況だと町民の中でも停職１か月って軽いのではないのとい

うふうに思ったりするところもあると思うのですけれども、この点についても昨日説明い

ただきました。その点、決して停職１か月というものは軽いものではないというところを

改めてご説明いただけたらなというふうに思います。

〇議長（星川三喜男君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 基本的には、町職員の懲戒処分については、既にある規定に沿っ

て判断をするものということであります。傷害、もちろん程度にもよるのですけれども、

本事案については基本となる処分の重さとしては減給処分ということに該当するというふ

うになるところでありますけれども、職務上の立場であるとか被害者側が受けた精神的な

ダメージの大きさ、そういったようなところをしんしゃくをしておりまして、傷害と、あ

とその他のハラスメントというふうに該当するという判断をしたところであって、懲戒処

分については停職１か月というふうに決定をさせていただいているということであります。

〇議長（星川三喜男君） そのほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。あ

りませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５３号 特別

職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定の件を採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５３号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制

定の件は原案のとおり可決されました。
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（「大変申し訳ありませんでした」と呼ぶ者あり）

◎議案第５４号

〇議長（星川三喜男君） 続きまして、追加日程第２、議案第５４号 中頓別町地方創生

基金条例の一部を改正する条例の制定の件を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第５４号 中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例

の制定について、長尾政策経営課長から説明をさせていただきます。

〇議長（星川三喜男君） 長尾政策経営課長。

〇政策経営課長（長尾 享君） よろしくお願いいたします。では、議案５ページをお開

きください。議案第５４号 中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例の制定につ

いて。

中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和７年６月１９日提出、中頓別町長。

議案８ページをお開きください。改正の要旨でございますが、本条例改正は、地方創生

のさらなる推進を目的として地方創生基金への企業版ふるさと納税の受入れを可能とする

ため、地域再生法（平成１７年法律第２４号）に沿った内容にするものであります。これ

までも企業版ふるさと納税を活用して地方創生に資する事業を推進しておりますが、現状

では基金化して翌年度以降の事業に寄附金を充当することができない状況であるため、基

金化を可能とし、今後の中頓別学園建設事業をはじめとする地方創生に係る事業への基金

の活用を図っていきます。

次に、改正の内容について新旧対照表により説明させていただきます。７ページをお開

き願います。第１条、設置の目的でございます。この条例は、人口減少対策及び地方創生

を目的とした次に掲げる事業を推進するため、中頓別町地方創生基金を設置するに改め、

第１号に地方再生法（平成１７年法律第２４号）第５条第４項第２号に規定するまち・ひ

と・しごと創生寄附活用事業として行う事業を追加し、第２号に前号に掲げるもののほか、

地方創生に資する事業を追加するものであります。

議案６ページをお開き願います。附則、この条例は、公布の日から施行する。

以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第５４号 中頓

別町地方創生基金条例の一部を改正する条例の制定の件を採決します。
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お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第５４号 中頓別町地方創生基金条例の一部を改正する条例の制定の件は

原案のとおり可決されました。

◎発議第１号

〇議長（星川三喜男君） 日程第１１、発議第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する

森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書（案）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

蓮尾さん。

〇１番（蓮尾純一君） 書面の朗読で代えさせていただきます。

発議第１号。

令和７年６月１９日、中頓別町議会議長、星川三喜男様。

提出者、中頓別町議会議員、蓮尾純一。賛成者、中頓別町議会議員、西浦岩雄。

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意

見書（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。

内容のほうをご説明さしあげます。

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意

見書（案）

本道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、地球温暖化防止や国土の保全、

林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させる

ためには、森林資源の循環利用を進める必要がある。

全国一の森林資源を有する北海道において本町と道が連携し、２０５０年カーボンニュ

ートラルの実現に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を固定す

る木材利用の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスの利用促進など森林吸収源対策

を積極的に推進する責務を担っている。

本町をはじめ、道内各地域では、森林資源の循環利用に向けて、森林整備事業や治山事

業など国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗の安定供給、山地災害の防

止、木造公共施設の整備、森林づくりを担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたと

ころである。

本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会を形成に貢献す

るためには、活力ある森林づくりや道産木材の利用、防災・減災対策を一層進め、ゼロカ

ーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を図ることが必要で
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ある。

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１ 地球温暖化や山地災害の防止など森林の多面的機能の持続的な発揮に向けて、新たに

策定された「国土強靱化実地中期計画に基づき、伐採後の着実な植林、適切な間伐、路

網の整備や、防災・減災対策の推進に必要な予算を十分に確保すること。

２ 森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗の安定供給、鳥獣害・病虫害など森林

被害対策、ＩＣＴ等の活用によるスマート林業の推進、木材加工・流通体制の強化、建

築物の木造・木質化や木質バイオマスの熱利用の促進などによる道産木材の需要拡大、

外国人材も含めた森林づくりを担う多様な人材の育成・確保などに必要な支援を充実・

強化すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。

令和７年６月１９日、北海道中頓別町議会議長、星川三喜男。

提出先としては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部

科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣となってお

ります。

以上です。

〇議長（星川三喜男君） ただいま説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第１号を採決し

ます。

お諮りします。本件を原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、発議第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の

充実・強化を求める意見書は原案のとおり可決されました。

◎閉会中の継続調査申出について

〇議長（星川三喜男君） 日程第１２、閉会中の継続調査の件を議題とします。

議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会の各委員長から、お手元に配付しました

申出書のとおり閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りします。本件については、各委員長申出のとおり決することにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

よって、各委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎議案の文言整理について

〇議長（星川三喜男君） お諮りします。

このたびの定例会で議決されました議案について、字句、数字、その他整理を要するも

のについては、その整理を議長に一任されたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（星川三喜男君） ご異議なしと認めます。

したがって、字句、数字、その他の整理を要するものについては議長に一任することに

決定しました。

◎閉会の宣告

〇議長（星川三喜男君） 本定例会の会議に付されました事件は全て終了しました。

これで本日の会議を閉じます。

令和７年第２回中頓別町議会定例会を閉会いたします。

（午前１１時２８分）
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